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サンフラワープロジェクト2026種蒔き

　６月６日（土）サンフラワー
プロジェクト202 6始動。
ひまわり畑は「ひまわりの
花おおきくなーれ」の願い
をこめて種を蒔く参加者で
賑わった。オレンジパーク
では、昨年村で搾油したひ
まわり油を使用したミニピ
ザ作りも行われ、こどもや
お年寄りまで世代を超えた
多くの住民が交流を深めた。

特集：舟橋村内「勝手橋」を見に行こう‼
議員コラム：前原　英石
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NEWS
01
02
03最近の気になる議会関連ニュース！

全国の町村議会の正副議長とともに学ぶ
小学６年生が議会の傍聴に来てくれました
県各所へ舟橋村からの要望伝える

2026. 6. 8　舟橋小学校６年生本会議傍聴

小学６年生が議会の傍聴に来てくれました02
　6月定例議会に、舟橋小学校の６年生の皆さんが授業の
一貫として本議会の傍聴に来てくれました。
　当日は一般質問の日で、村政全般について個々の議員が
少しでもこの村を良くしたいという思いの中で日頃から調
査研究を続けてきた事について村長に対して質問を行い、
村長・当局側がそれに対して答弁する日でした。
　議場は、この村のルールを決めたり、村民が安全で安心
して暮らせる為の大事な話し合いをする場であり、そこで
議員の皆さんがどのようにこの村の未来について話し合っ
ているのかじっくり見て頂けたのではないかと思っています。
機会が有れば、傍聴に来てくれた皆さんが傍聴を見聞きし、
どのように感じられたか聞いてみたいと思いますし、反対

2026. 5.25～5.26　全国町村議会議長・副議長 研修会

全国の町村議会の正副議長とともに学ぶ01
　5月26日、東京国際フォーラムで全国町村議会議長・副
議長研修会へ、古川議長、小杉副議長とで参加して参りま
した。全国の町村議会の正副議長が一同に会し、町村議会
での先進事例について学びを深めました。また、その前日に
は、富山県内の町村議会議長・副議長とともに、日本銀行
への視察を行わせていただき、日本銀行の歴史と役割につ
いて学ぶとともに、夜は県選出の国会議員と、昨今の中東
情勢や日米関係などについて意見交換をさせていただきまし
た。2日間を通して、有意義な研修会となりました。（古川 記）

2026. 7. 3　富山県知事へ要望伝達

県各所へ舟橋村からの要望伝える03
　舟橋村だけでは解決が難しい問題について、富山県知事
や副知事をはじめとして県庁の各所へ、渡辺村長と古川議
長とで要望が伝えられました。道路やそれに伴う除雪、融
雪について、農地整備事業についてなどの継続要望事項の
他に、新規要望として、県議会選挙においてもデジタル投
票が実施できるように配慮してほしいという点と、舟橋村
におけるバス運行に対する支援についてをお願いし、それ
ぞれ県としてもしっかりと力を入れていくという回答をい
ただきました。（古川 記）

に子供としての視点からの思いや意見の聞かせてもらいた
いと思いました。（前原　記）
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①子どもと一緒に花の種を植えたり、寄せ植えを作ったりすること。
②子どもとさまざまなことに挑戦したいと考えています。
③家を建てた際に玄関先へ寄せ植えを置いたことがきっかけで、さらに興味を
　持つようになりました。
④子どもと大人が自然に繋がれる環境があるところ。

堀　麻結 さん
ほり ゆま

長井　菜恵子 さん
なが い さ え こ

①行政の仕事のついての知識を増やすこと。先輩方の対応を学びながら
一つでも多く吸収できるよう日々励んでいます。
②窓口で顔を合わせるとほっと安心していただけるような頼りになる存
在になること。
③苔玉づくり。家の中に緑が欲しいと思い、挑戦
しました。コロンとしたフォルムが可愛くて目
にするたびに癒されています。
④優しい方が多く、温かさを感じられるところ。
住民の皆さんとの繋がりを感じられるところ。

①陸上競技とサッカー
②将来の選択肢を増やせるように頑張りたい。
③とにかく早く走れるようになりたい。
④自然が多いところ。

笘　颯汰 さん
とま たそう

Saeko
Nagai

舟橋村住民
生活課

SoutaToma

舟橋村陸上競技クラブ 副将

Mayu
Hori

舟橋村総務
課
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問質般一村政の
ココを
問う！

舟橋村のさまざまな施策や課題等について、
議員が自身の主張も含めて村の考えを聞く一般質問。
６月定例会で出された各議員の一般質問を紹介します。

……………………………………………Ｐ 9 加藤 智惠子 議員
１．子どもの安全に関する情報共有体制について
２．ふなはし見守りタイムの創設について

１．舟橋村基金の実状について村民への情報開示について
２．村の権利販売に対する懸念について

……………………………………………Ｐ 8 田村 馨 議員
１．暮らしやすい環境作りについて

……………………………………………Ｐ12
１．公共駐車場の拡大（増設）について。その考えを問う。

……………………………………………Ｐ11
１．電子回覧板アプリ「結ネット」について

……………………………………………Ｐ10
１．村民を守る為の地域防犯についての取組について

……………………………………………Ｐ13

森 弘秋 議員

小杉 知弘 議員

前原 英石 議員

竹島 貴行 議員
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村内を歩いていると、日々の移動にご苦労されている

高齢者の方を見かけることがあり、花壇のへりなどに手

拭いを敷いて腰かけ、何度も休みながら歩かれている方

を何度か見かける。

高齢の方や体に障害がある方の中には、ほんの少しの

徒歩での外出でも、途中で休憩が必要な場合があり、疲

れた時に少し休める場所が必要だと感じ、歩道へベンチ

を設置することを提案したい。

一方で、日中の野外を歩くと、強烈な日差しの下で、

日陰に重要性を感じる。

そこで公園など、村内に人が一定時間滞留する場所に

日よけなどを新設することを検討できないか伺う。

また、特にこれからの暑い季節、野外で適切な水分補

給が出来ているか否かは命に関わる。

そこで、公園に行けば自動販売機があるという形にし

ていけば、適度に体を冷やし、必要な水分補給を行う上

で有効ではないか。災害救援ベンダーにすれば、停電時

の飲料供給にも役立ち、自動販売機の売り上げ収入の一

定割合を村が収入することも見込め、ごみ清掃や公園整

備などにも充てられるが如何か。

暮らしやすい環境作りについて問うQ

村道歩道へのベンチ設置は法令上可能であり、国も歩

行空間の活用を推進している。しかし、村道構造基準で

は、歩道の有効幅員として原則２メートル以上が必要で

あり、ベンチを設置する場合はさらに１メートルの奥行

き確保が求められる。村内の歩道は幅員２メートルの区

間が多く、植樹桝が設置されていることに加え、通学路

として利用され、冬季には除雪も行われるため、ベンチ

設置は安全面や維持管理の観点から困難である。一方で、

日差し対策として、村道舟橋駅寺田線の農協ふれあいセ

ンターから舟橋東部団地までの区間では、シルバー人材

センターの協力により枯れ木をモミジへ植え替えており、

将来的には木陰の形成による暑さ対策の効果を期待して

いる。

　自動販売機の設置は、暑熱時の水分補給、ジョギング

利用者の利便性向上、災害時の飲料供給及び村の収入確

保に資する取組である。現在、村内には役場、舟橋会館、

公園に計５台を設置し、このうち２台は災害救援ベン

ダーとして停電時にも飲料供給が可能な体制を整えてい

る。昨年度の手数料収入は37万円であった。一方、設置

には利用者数や採算性、ごみ対策などの課題もあるため、

設置場所の提案も踏まえながら、事業者と協議し、適地

について引き続き検討したい。

歩道ベンチ設置は困難　暑さ対策を推進A

田村 馨 議員
問質般一

枯れ木を植え替え
木陰の形成を期待

▼

動画は
　こちら 加藤 智惠子 議員

問質般一 ▼

動画は
　こちら

現状全てのアプリ連携は困難

　こどもの安全に関する情報は、警察メールや学校配信
アプリ、地域アプリなどで発信されていますが、媒体に
よって内容や配信状況に違いがあり、必要な情報が十分

に届かない場合もあります。そこで、警察・学校・地域
アプリなどが連携し、住民が分かりやすく情報を受け取
れる仕組みづくりについて伺います。

子どもの安全に関する情報共有体制について問うQ

　警察メール、学校配信メール及び結ネットの情報を相
互連携させる提案については、それぞれ情報の目的や運
用方法が異なるため、現状では一本化や自動連携は困難
であるとの認識である。富山県警の「とやまポリス」は、
防犯や交通安全、特殊詐欺など幅広い情報を提供する任
意登録制のアプリであり、捜査状況やプライバシーへの
配慮から公開内容に制限がある。一方、結ネットは村か
らの行政情報や自治会回覧、災害時の安否確認などを目
的として導入され、村内世帯の約6割が利用している。
また、学校配信メールは小中学校の全保護者が登録し、

不審者情報やクマ出没、災害対応など、児童生徒の安全
確保に必要な情報を迅速に配信している。特に学校配信
メールでは、注意喚起を優先し、確定前の情報も発信す
る場合がある一方、警察情報は確認や捜査を経た内容で
あるため、情報発信のタイミングや基準に違いがある。
このような相違から、現時点でのシステム連携は難しい
ものの、それぞれの特性を生かしながら、安全・安心に
資する情報が住民へ効果的に届く運用方法について研究
を進めたい。

情報システム連携は困難　効果的な発信を研究A

ふなはし見守りタイム創設

　地域ぐるみで子どもを見守る取組として、小学校の下
校時刻に合わせて、散歩や庭仕事、水やりなど日常生活
の中で見守りを行う「ふなはし見守りタイム」の創設を
提案しました。特別な負担を伴わず、できる人ができる

範囲で参加することで、子どもたちの安全確保や不審者
対策、地域のつながりの強化につながると考え、その実
施について当局の考えを伺います。

ふなはし見守りタイム創設について問うQ

　ふなはし見守りタイムの創設については、児童の下校
時における安全確保は重要な課題であり、地域全体でこ
どもを見守る体制づくりは、不審者対策や児童の安心感
の向上、地域コミュニティの活性化にもつながると認識
している。本年度は、ながら見守り隊「ふなはしビレッ
ジャーズ」の活動を周知するため、のぼり旗のデザイン

を刷新し、村広報紙を通じて参加を呼び掛けている。今
後は、地域学校協働本部「ふなはしテトラ」を中心に学
校、育成会、自治会等と連携し、下校時間帯などを「ふ
なはし見守りタイム」と位置付け、地域ぐるみの見守り
活動の充実を図りたい。

地域ぐるみでふなはし見守りタイムを推進A

役場敷地内に設置された災害救援ベンダー

8



村内を歩いていると、日々の移動にご苦労されている

高齢者の方を見かけることがあり、花壇のへりなどに手

拭いを敷いて腰かけ、何度も休みながら歩かれている方

を何度か見かける。

高齢の方や体に障害がある方の中には、ほんの少しの

徒歩での外出でも、途中で休憩が必要な場合があり、疲

れた時に少し休める場所が必要だと感じ、歩道へベンチ

を設置することを提案したい。

一方で、日中の野外を歩くと、強烈な日差しの下で、

日陰に重要性を感じる。

そこで公園など、村内に人が一定時間滞留する場所に

日よけなどを新設することを検討できないか伺う。

また、特にこれからの暑い季節、野外で適切な水分補

給が出来ているか否かは命に関わる。

そこで、公園に行けば自動販売機があるという形にし

ていけば、適度に体を冷やし、必要な水分補給を行う上

で有効ではないか。災害救援ベンダーにすれば、停電時

の飲料供給にも役立ち、自動販売機の売り上げ収入の一

定割合を村が収入することも見込め、ごみ清掃や公園整

備などにも充てられるが如何か。

暮らしやすい環境作りについて問うQ

村道歩道へのベンチ設置は法令上可能であり、国も歩

行空間の活用を推進している。しかし、村道構造基準で

は、歩道の有効幅員として原則２メートル以上が必要で

あり、ベンチを設置する場合はさらに１メートルの奥行

き確保が求められる。村内の歩道は幅員２メートルの区

間が多く、植樹桝が設置されていることに加え、通学路

として利用され、冬季には除雪も行われるため、ベンチ

設置は安全面や維持管理の観点から困難である。一方で、

日差し対策として、村道舟橋駅寺田線の農協ふれあいセ

ンターから舟橋東部団地までの区間では、シルバー人材

センターの協力により枯れ木をモミジへ植え替えており、

将来的には木陰の形成による暑さ対策の効果を期待して

いる。

　自動販売機の設置は、暑熱時の水分補給、ジョギング

利用者の利便性向上、災害時の飲料供給及び村の収入確

保に資する取組である。現在、村内には役場、舟橋会館、

公園に計５台を設置し、このうち２台は災害救援ベン

ダーとして停電時にも飲料供給が可能な体制を整えてい

る。昨年度の手数料収入は37万円であった。一方、設置

には利用者数や採算性、ごみ対策などの課題もあるため、

設置場所の提案も踏まえながら、事業者と協議し、適地

について引き続き検討したい。

歩道ベンチ設置は困難　暑さ対策を推進A

田村 馨 議員
問質般一

枯れ木を植え替え
木陰の形成を期待

▼

動画は
　こちら 加藤 智惠子 議員

問質般一 ▼

動画は
　こちら

現状全てのアプリ連携は困難
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役場敷地内に設置された災害救援ベンダー
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前原 英石 議員
問質般一 ▼

動画は
　こちら

竹内公民館に設置された防犯カメラ

小杉 知弘 議員
問質般一 ▼

動画は
　こちら

防犯カメラ設置を支援
地域防犯を強化

結ネット
自治会での活用を促進

　近年、オレオレ詐欺を代表として架空料金請求詐欺、

還付金詐欺・ワンクリック詐欺等15種類以上もの詐欺の

手口があると言われています。

　特に近時、トクリュウ（匿名・流動型犯罪グループ）に

よる強盗犯罪が多発するなど、住民、特に高齢者や単身

世帯の不安が日増しに大きくなっていると感じています。

特に夜間の対策が重要と考えます。

　本村においても高齢者世帯に対して不審な訪問者が来

たり、非通知での電話がかかってきたり、知らない番号

から電話が来たり、行政、警察を名乗っての電話や不審

なメールが届いたりするケースが聞かれます。当局では

どの程度このような状況を把握しているのか？

　また犯罪抑止や犯罪の早期解決に大きな役割を果たす

防犯カメラの増設が必要と考えますが、防犯協会など関

係団体とも連携しながら、設置が必要と考えられる場所

を洗い出し、毎年計画的に増設していけばと考えますが

当局の考えは？

　そこで本村における地域防犯に対する考えと取組につ

いて、また警察との連携について尋ねます。

村民を守る為の地域防犯についての取組について問うQ

　村では、不審者の来訪、不審電話、不審メールの発生

状況を集約する体制が整っておらず、現状では実態を把

握できていない状況である。不審者への対応は各家庭に

委ねざるを得ないが、不審電話対策としては、警察庁が

提供するアプリの利用を推奨し、上市警察署及び舟橋村

シルバー人材センターとの連携を図りながら普及を進め

る考えである。また、固定電話については国際電話番号

の着信拒否や非通知着信への対応サービスを案内し、不

審メールについては安易に応じないよう周知徹底を図る

方針である。

　防犯カメラについては、富山県警の「安全安心見守り

カメラ事業」を活用し、自治会が主体となって設置を進

めることが望ましいと考えている。村はカメラ購入時の

補助制度を設ける方向で補助要綱の整備を進める予定で

あり、地域の合意形成を尊重しつつ設置促進を図る考え

である。また、村として重点的に設置が必要と判断する

箇所については、その都度対応する方針。

　地域防犯は住民の協力が基本であるが、それだけでは

十分とは言えず、防犯カメラをはじめとする機械的設備

の導入も必要であると認識している。今後は地域防犯対

策のさらなる検討を進めるとともに、警察との連携につ

いても現状を維持・強化し、安全・安心な地域づくりに

取り組みたい。

防犯カメラ設置で安全安心を推進A

　電子回覧板アプリ「結ネット」の運用開始から約２年

が経過しました。行政情報の共有や災害時の情報発信な

ど多くの効果が見られる一方、さらなる活用に向けた課

題も見えてきています。

　そこで３点伺います。

　１点目は、登録者数と利用状況、今後の登録促進策に

ついてです。現在の登録世帯数は約700世帯で全世帯の

約60％にとどまっています。電子回覧板としての機能を

十分発揮するため、現状の評価と今後の普及策を伺いま

す。

　２点目は、災害や緊急事案発生時の情報伝達体制につ

いてです。先月のクマ目撃情報では、住民が他の手段で

先に情報を得ていた状況がありました。情報収集から配

信までの流れと、迅速化に向けた運用体制の見直しにつ

いて伺います。

　３点目は、自治会等での活用促進についてです。他自

治体では出欠確認や各種団体運営などにも活用されてい

ます。本村における利用状況の把握と、機能周知や運用

支援の強化について伺います。

電子回覧板アプリ「結ネット」について問うQ

　村では、行政サービスのデジタル化を推進する重要な

ツールとして「結ネット」の普及に取り組んでおり、現

在は村内世帯の約6割が登録している。イベント情報の

配信や自治会長との連絡調整などに活用されており、情

報伝達の迅速性と確実性を高める有効な手段であると認

識している。今後はさらなる普及拡大を目指し、自治会

を通じた継続的な周知活動に加え、高齢者を対象とした

スマートフォン購入費用の助成を実施するほか、村主催

事業の申込みを結ネット経由とするなど、利用機会の拡

大を図る方針である。また、ごみ収集日など住民が日常

的に確認する情報を積極的に掲載することで、利便性の

向上と利用定着を促進する考え。

　災害時や緊急時においては、大雨や台風時の警戒情報、

クマの出没情報などの注意喚起を迅速に配信する手段と

して既に活用しており、今後も定期的な訓練を実施して

運用体制の確認と改善を進める方針。さらに、自治会に

おける活用促進を図るため、自治会長会議で研修を実施

しており、今後も研修を継続するとともに、自治会ごと

の活用事例や好事例を共有し、横展開を進めることで、

結ネットのさらなる普及と効果的な活用を推進していき

たい。

結ネットの普及拡大と活用を推進A
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　４月某日、役場前の道路を通りかかる。小学校の前庭
と言いますか、校庭と言いますか自動車で満杯でありま
した。校舎とグランドを自動車で仕切っているようなも
の、学校の先生が児童生徒の活動がよく見えない。指導
ができるのでしょうか？　この駐車の現象は、学校・先
生のせいではない。必要な駐車場台数を整備していない、
行政の責任と思うが如何かですか？
　前回、平成26年の役場の駐車場の拡大の質問に対して、
時の村長の回答は、「将来にわたっていけば、人口も増
えていく。役場に来庁される方も多くなる。そうなると
どうなのかな等。職員には駅南の駐車場にやるべきでは
ないかと言うことを検討している。役場前広場は、避難

所になっていない。」と。また、「行事等に参加される保
護者には駅南駐車場の利用を促す。」等答弁。
　人は有事の時、そんな判断している余裕がない。先ほ
ども言いました。そこで、小学校だけに視点を置いたと
き、職員の駐車場だけは校庭から別の場所に設けるべき
と考えます。そこで、校舎の南側に用地を確保し駐車場
を整備。この状態を解消しないと、万が一災害が起きる
と大変です。早急に計画を立て整備。
　村長は提案理由で、令和８年度は、「私にとりまして
任期の最終年度であり、（中略）各分野の施策を相互に
連携させながら、村民の皆さまの一人ひとりが安心と希
望を実感できる舟橋村を目指す。」と言っておられる。

公共駐車場の拡大（増設）について？その方向を問う―小学校の駐車場を整備せよ。Q

　役場庁舎前駐車場については、来庁者が多い日には空
きが少なくなる状況を認識している。そのため、来庁者
の増加が見込まれる際には事前に庁内で情報を共有し、
職員の車両を舟橋駅南側駐車場へ移動させることで来庁
者用駐車スペースを確保している。現在は役場前駐車場
の利用ルールが明確ではないため、今後は運用方法を整
理することで、当面の駐車スペース不足は解消できるも
のと考えている。

　小学校駐車場については、教職員用駐車場及び来庁者
用３台分の駐車スペースを確保しており、現時点では不
足している状況ではない。将来的に教職員数の増加によ
り駐車場が不足する場合には、校舎南側校庭の整備も選
択肢となり得るが、過去には教職員が舟橋駅南側駐車場
を利用していた経緯もあることから、必要性が生じた際
には当時の運用実績も踏まえ、合理性を勘案しながら適
切に判断したい。

駐車場の運用を見直し利便性向上へA

森 弘秋 議員
問質般一

役場前駐車場
利用ルール明確化

▼

動画は
　こちら 竹島 貴行 議員

問質般一 ▼

動画は
　こちら

基金取り崩し規定を明確化

　地域福祉基金条例改正は、これまで基金の取り崩しが
できなかったとの説明についての理由と他の９基金条例
との違い、また今回の改正背景や緊急性について説明を

求めた。また村が保有する基金の種類や状況を村民へ情
報開示と予算書にも基金一覧表を掲載して財政状況の透
明化を図るよう要望した。

基金条例改正に伴う基金情報の開示について、村の財政健全性を示す基金状況について問う。Q

　舟橋村地域福祉基金は、高齢者保健福祉の増進を目的
として平成３年に設置された基金であり、その運用益を
関連事業の財源として活用してきたものである。今回、
ふなはしファミリークリニックの開業支援に充てるため
基金を取り崩すことから、取り崩しに関する規定を明確

化するとともに、基金額を条例で定める方式を見直すた
め条例を一部改正するものである。村には財政調整基金
を含む10基金があり、約11億4千万円を積み立てている。
基金の状況は決算書やホームページで公表しており、今
後も財政の透明性向上と説明責任の充実に努めたい。

地域福祉基金を活用し医療体制を整備A

住民の権利を侵害しない権利販売で地域活性化へ

　具体的には、自治体は住民の権利を護る場所であり安
易な切り売りは避けるべきとの視点から、以下の権利に
ついて説明を求めた。

①電車内のメロディー作曲権25万円の収支について、
②電車内での聞き取り辛いメロディー効果や費用面で地
鉄との取り決めについて、

③村長へのプレゼン目的と権利購入者のメリットについて、
④生涯入浴権利は購入者の生涯にわたり保障出来るのか
　について、
⑤一連の権利販売について議会への説明や手続きを行っ
　たのか、
　以上5点について質問を行った。そして、言葉の重み
や責任の観点そして二元代表制の観点から見解を尋ねた。

村が行った各種「権利販売」の懸念について、メディアで報道され村内外に注目された、村の権利販売について見解を問う。Q

　ＮＦＴを活用した権利販売については、住民の権利を
侵害したり、村の権利を切り売りしたりするものではな
い。富山地方鉄道舟橋駅到着時の車内メロディを流す権
利は25万円で販売され、そのうち５万円が村の収入とな
り、残りは富山地方鉄道の収益、車内音声システムの改
修費及び販売プラットフォーム手数料等に充てられてい
る。メロディの聞き取りづらさについては音量調整など
の改善を依頼したい。本事業は収益面だけでなく、全国
紙で取り上げられるなど舟橋村や富山地方鉄道の知名度
向上に大きく寄与し、鉄道ファンにとっても実際の車内
で自作メロディが流れる貴重な機会を提供したものであ
り、話題性の創出という点で成果があったと認識している。
　また、「村長１時間プレゼン権」は、自治体首長へ直接
提案できる機会を提供し、事業者との新たなつながりを生

み出すことを目的とした取組である。高額な対価を支払っ
て提案される内容は質の高いものが期待でき、村や村民
に利益をもたらす提案であれば実現に向け協力していく。
　さらに、「さつきの湯生涯入浴権」は、話題性の創出と
関係人口の拡大を目的とした取組であり、購入者が継続
的に村を訪れることで地域との関わりが生まれ、近隣市
町村への波及効果も期待している。施設の永久存続を保
証するものではないことは購入者の理解を得た上で販売
しており、法的な確認も行っている。利用者が増えた場
合でも住民利用への影響は限定的であると考えており、
これらの取組は住民生活に著しい影響を与えるものでは
なく、村の知名度向上や地域活性化に資する施策である
ため、特別な議会手続は不要と判断しており、必要に応
じて説明を行う。

NFT活用で地域活性化と関係人口拡大を強化A
役場屋上から見た駐車場（駐車場運用見直し後の様子）
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My Recommended Movies
私のおすすめ映画（前原議員）

私
の
お
す
す
め
映
画
　
Vol.7

一途に誰かを思う強さを教えてくれるハチ公物語
『ハチ公物語』

２０代からこれまで映画館で映画を観たと
いう記憶は 3 回ではないかと思います。最初
に見たのは「ゴッドファーザー」内容が難し
かった事、スクリーンで観ていたのは字幕だ
け、そんな感じで全く面白くなかった。次に
観た映画は子供を連れての「子猫物語」これ
もまた散々で始まって間もなく、突然スクリー
ンいっぱいに大きなクマが出てきた途端に子
供が泣き出し帰りたいと言い出し、始まって
間もなく映画館を脱出。　
次は夏休み期間中に孫を連れての「ドラゴ
ンボール」これまた悲惨で孫と並んで座って
いたはずが、私が途中で寝たらしく映画が終
わり目が覚めたら横に座っていたはずの孫が
いなく探してみると少し離れた所に居て、ど
うしてそんな所に？と聞くと、いびきがうる
さかったから席を移動したと言っていました。
こんな感じで映画館での思い出は散々な事ば
かりでした。
しかし映画が嫌いと言う訳ではなくて、家
のテレビでロードショーなどはよく観ます。
中でも好きなジャンルの映画は、動物が出て

くる映画で、特にハチ公物語や南極物語など、
　言葉ではなく人と動物との深い絆や信頼関
係など心を打つ場面に感動をしました。そん
な所が私のお勧めポイントです。
今は亡くなってしまいましたが家族同様に
１７年と５か月間過ごしたペットのラブラ
ドール（犬）の事も有り、２本の映画と重な
るような面もあった事等からそのような映画
が好きなのかもしれません。
ハチ公物語では、帰らぬ人を待ち続けるハ
チ公の姿は、切なさと同時に、一途に誰かを
思う強さを教えてくれました。誰かを大切に
思う気持ちは、これからの自分や家族にも
持ってほしいと感じました。渋谷にあるハチ
公像も見てきました
が、主人の帰りを１
０年間待ち続けたハ
チ公の忠誠心の事と
重ねて銅像を見ると
その銅像が特別な存
在に見えたことを思
い出しました。

『ハチ公物語』

監督：神山征二郎

公開：昭和 62 年 8 月 1 日

上映時間：107 分

主演者：仲代達矢、八千草薫、石野真子

Blu-ray：3,630 円 ( 税込 )

DVD：3,080 円 ( 税込 )

発売・販売元：松竹

©1987 松竹株式会社／株式会社東急エー

ジェンシー／三井物産株式会社

※2026 年６月時点の情報です。

長年生活を共にしてきた愛犬の

ミントです。

すでに亡くなってますが、癒さ

れながら、一緒に過ごして来た

事で家庭の中が穏やかでした。
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議案 内　容　説　明 小
杉
加
藤
田
村森竹

島
前
原

⑲ 舟橋村議会議員選挙及び舟橋村長選挙において電子投票及び集計を行えるよう、舟橋村の議会の議
員及び長の選挙における電磁的記録式投票機を用いて行う投票に関する条例を制定しました。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑳ 基金の取崩しができるよう処分の規定を設けるため、舟橋村地域福祉基金条例を一部改正しました。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

� 基金の積立てや運用益金の処理、処分について地方財政法と地方自治法の規定を準用するため、舟
橋村国民健康保健事業財政調整基金条例を一部改正しました。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

�

専決第５号：令和７年度簡易水道事業会計において、竹内地内配水管布設替工事費の増額補正を行
い専決処分されました。

専決第６号：令和７年度一般会計において、各種事務事業の完了に伴う事業費を精査した結果、951万
3千円の増額補正を行い専決処分され、総額は25億2,621万3千円となりました。

専決第７号：令和７年度国民健康保険事業特別会計において事業精査した結果、2,381万7千円の
減額補正を行い専決処分され、総額は1億5,095万8千円となりました。

専決第８号：令和７年度後期高齢者医療事業特別会計において事業精査した結果、31万9千円の増
額補正を行い専決処分され、総額は7,431万2千円となりました。

専決第９号：村税条例の一部改正が専決処分されました。これは地方税法等の一部改正により条例
を改正したもので、軽自動車税の環境性能割廃止等への対応による改正です。

専決第10号：村国民健康保険税条例の一部改正が専決処分されました。これは地方税法施行規則の
一部改正により条例を改正したもので、賦課限度額引上げ、軽減措置拡充への対応に
よる改正です。

専決第11号：令和８年度一般会計補正予算（第１号）補正増額265万5千円の増額補正を行い専決
処分され、総額は23億5,072万9千円となりました。

　　　　　　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した水道基本料金１ヶ月分を減免す
る財源として水道事業会計に繰出す予算計上が主なものとなります。

専決第12号：専決第11号で計上された、一般会計負担金を令和８年度簡易水道事業会計において予
算措置するものです。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

�

令和6年度一般会計補正予算（第6～８号）……増額補正2,926万7千円
物価高騰に伴う支援金給付事業1,926万7千円、除雪費用1,000万円の予算措置について専決処分
を承認しました。令和６年度予算総額は22億5,495万5千円となりました。
令和６年度簡易水道事業会計補正予算（第4号）……予算の増減なし
1,189世帯を対象とした水道料金の4ヶ月減免に伴う給水収益の減額補正769万1千円と、水道料金
の減収補填のために物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を一般会計から繰入れすることによる
他会計負担金の増額補正769万1千円により、令和6年度予算総額は1億4,887万4千円となりました。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

�
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情報セキュリティポリシー見直し及び安全管理措置対応業務委託料322万3千円、電子投票システ
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　　　　議案　第20号・第21号・第22号（所管部分）・第23号（所管部分）・第24号・第25号：産業厚生常任委員会 
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総務教育常任委員会 産業厚生常任委員会
住みよい舟橋村 村民の幸福度向上を！委員会質問

電子投票システムの具体的な運用方法につい
て問う。住民への事前周知方法は。また、村

議会議員、村長以外の選挙については、県や国との
連携が必要になるが、導入に向けてどのように働き
かけていくのか。（古川・田村・加藤）

問

電子投票の安全対策徹底と住民への
周知、制度拡大に向け県へ働きかけ

電子投票に使用しているタブレット機器に不具合が
発生した場合に備えて予備機を配備する。USBメ

モリでデータを保存するほか SDカードにも同じデータを
保有することで安全性を担保する。機器の操作に際してマ
ニュアルを作成したうえで職員研修を実施して、投開票事
務を適切に執行する。インターネットには接続しないので、
データ改ざんの恐れはない。機器は物理的に固定するほか、
運用の際はメーカーに協力いただき、万が一に備えて社員
を待機いただく予定。導入にあたっては広報紙や結ネット
で周知するほか、ふなはしまつり会場でブースを設けてご
覧いただける場を設ける。舟橋村以外でも電子投票が実施
されるよう、県が執行する選挙において電子投票が実施可
能となるよう、県条例の改正を働きかけていく。国政選挙
については、県が電子投票可能となった後に、県から国に
法改正を求めていくよう働きかけたい。

答

３月30日付専決処分において、統括的地域学
校協働活動推進員謝礼予算が大きく減額補正

された要因は。（加藤）

問

統括コーディネーターとして
こども達の活動を支援

適任者が見つからなかったため謝金支払できなかっ
たことにより皆減としたが、統括コーディネーター

として、こども達の活動に関わっていただいており、不都
合は発生していない。

答

４月17日付専決処分において、小学校グラウ
ンド整備費が補正計上されたが、中学校グラ

ウンドについては必要ないか。（古川）

問

４月初旬の強風によるグラウンド表土
飛散の影響は小学校のみ

小学校は校舎の北にグラウンドがあるのに対して中
学校は南側にグラウンドがあり、強風には耐えやす

く、整備は必要なかった。小学校、中学校ともに夏休み期
間中に年１回のグラウンド整備を今後も継続していくが、
本年４月初旬の強風により表土飛散が激しかった小学校グ
ラウンドの整備に要する予算を補正計上したもの。

答

３月31日付専決処分の税条例改正において、
軽自動車税の課税に関する規定中、「これを課

さない」を「この限りでない」に改める理由とその
解釈について問う。（森）

問

地方税改正文を準用し税条例を改正

国の地方税法改正に準じて条例改正したもので、舟
橋村として改正条文に特段の意義をもつものではな

い。公共用軽自動車への非課税を規定するもので一般住民
に支障が生じるものではない。

答

地域福祉基金条例改正において、これまで
1,000万円としていた基金を「予算で定める

額」と改正する理由は。基金取り崩しができるよう
所要の改正を行うものと提案理由説明があったが、
従来の条例においては基金取り崩しができなかった
理由は。（竹島・古川・小杉）

問

地域福祉基金条例
高齢者保健福祉の財源とする旨を明記

これまで条例に規定がないため取崩しできなかった
のではなく、今回の改正で取崩しを行う際の規定を

明文化しておくことを目的とするもの。1,000 万円とし
ていた基金の額を「予算で定める額」と改正し、基金を崩
す案件発生の際に予算計上して対応する。今回この基金か
ら取り崩した 500万円は、ふなはしファミリークリニッ
ク開業に係る支援金として支出する。

答

国民健康保険事業財政調整基金条例改正にお
いて、第２条（積立て）、第３条（運用益金の

処理）、第４条（処分）を一括して地方財政法並びに
地方自治法の規定を準用すると変更した理由は。ま
た、今回の条例改正によって、基金の使用目的自体
への影響はあるか。（竹島・小杉）

問

国民健康保険事業財政調整基金条例
実運用に準じて改正。使用目的への影響なし

基金の運用益は当該年度の国民健康保険事業特別会
計の歳入に預金利息とともに収入としていた。条例

との齟齬があったため改正するもの。現状においても歳入
で基金繰入れ、歳出は基金拠出金としている。したがって
改正前の第３条「運用益金は、国民健康保険事業特別会計
に予算計上して基金に編入する」は削除となる。改正後に
新たに表記される「管理」は、決算書で示す額について議
会の議決を経て認定されるものであることから「管理」と

答

村内にも、いわゆる勝手橋が複数存在する。
交通インフラや農作業時の安全と利便性の両

立を考慮した、村としての管理と対応の方針は。
（竹島・古川）

問

勝手橋は原則撤去
利得を精査し存続させる橋を検討

住民が生活に供されている橋については検討の余地
があるが、安全性が担保されていないことから、原

則撤去する考え。残す場合、構造強化等が必要になり、相
当な事業費が想定される。誰が費用負担すべきかという議
論がうまれ難航すると思われる。農地集積集約の協議が進
められる中で、橋があることの利得も考慮しつつ検討した
い。

答

当該路線は従来から村道認定されているべき
と考えられるが、今回認定するに至った経緯

は。また、村道認定の基準は。（小杉）

問

村道認定基準に従い新たに１路線を認定

当該路線は、かつて道路敷が私有地だった。所有者
が代替わりしたことにより、寄附採納を受けたこと

で村の所有地として登記されたため村道として認定するも
の。既に村道認定基準があり、基準を満たすものについて
村道認定している。村道認定により、その後の維持費がか
かってくるが、必要な財源については全てではないものの
交付税措置されている。

表記することとするもの。改正前の第４条に表記されてい
た処分についても、前述のとおり地方財政法の規定に準用
しているため、これを削除するもの。

答

中学校
追加整備なし

小学校
追加予算で整備
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総務教育常任委員会 産業厚生常任委員会
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議会広報特別委員会

Br idging   Crossword

委  員  長：小杉　知弘
副委員長：古川　元規
委　　員：前原　英石

あとがき

議会・議会だよりについて、
皆さまのご意見・ご感想を
お寄せください。

読者アンケートフォーム
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Funahashi  Bridging  Voices
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〒
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山
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郡
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仏
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寺
55

 TEL：
464-1121（

代
）　
FAX：

464-1066　
M
ail：
info@

vill.funahashi.toyam
a.jp

　議会だより第40号から実施してまいりました読者アンケートですが、

近年は回答数が減少していることから、本号よりアンケート結果の掲載

を終了することといたしました。しかしながら、皆様からいただくご意

見やご感想は、より良い議会だよりづくりのための大切な声です。今後

もアンケートは継続いたしますので、お気づきの点やご要望などがござ

いましたら、ぜひアンケートフォームよりお寄せください。皆様からの

声を今後の紙面づくりに生かしてまいりますので、ご協力をよろしくお

願いいたします。（小杉 記）

○ヨコのカギ
１：核は保有しない、核は製造もしない、核を持ち込まないと

　　いうこの核に対する三原則の事

２：６大会連続でサッカーワールドカップのピッチに立った

　　アルゼンチンの選手「リオネル・○○○」

３：肋骨の別名○○○骨

４：特に、政治や社会において、すべて改まり新しくなること

５：世界一細長い国

６：下校時間帯などの見守り活動「ふなはし○○○○○○○」

７：元素記号「P」といえば

８：秘密裏に活動するための隠れ家や拠点のこと

９：本村で活用されている電子回覧板アプリの名称

10：ラテン語の「calor」を語源とする熱量を表す単位

11：混じりけがないこと、また本来の姿のままであること

12：物事の「理由・わけ」や「由来・由緒」を意味する言葉
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E
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○タテのカギ
  3：英語で「氷」の事

10：「冠」の読み

13：日本初の天然産出ダイヤモンドが見つかった都道府県

14：河川管理者の許可を得ていない橋のこと

15：春先に見られるスギナの胞子茎の事

16：「昼食」や「日中に取る軽い食事」のこと

17：コロンブスが1492年にアメリカ大陸へ到達した際の

　　旗艦となった帆船の名前「○○○・○○○号」

18：日本初の発電用高速増殖炉の名前

19：英語で「おもちゃ」の事

20：歩行者の通行のために車道に設けられた帯状の区画のこと

21：自衛隊が守っているのは「海」と「空」とどこか

22：源頼朝が安房国で再挙するため船出したという浜。○○海岸

23：シェイクスピアの代表的な悲劇

富山空港の新愛称

空港

山 山
A B C D E
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